■冷凍してある魚はよく解凍ずる 

•魚の內部び冷たいと中まで火が通りにくく、巧き不足になることびありまず。 

■塩焼さにずる場合の塩の目安は、 

中く 6い (80 負〜100呂）の魚5尾に巧して、ルさじ1程度ふる 

•塩をふる■びをいと、焼き色がおくなりまず。お好みにより r 巧きかげん J キーで 
調節してください。 

■厚みのある魚は巧に切れ目を入れる 

♦厚みのある就ホ、そのまま焼くと中まで义び通りにくく、焼き不足になることびあります。 

■つけ焼きのたれはよく落とず 

(みそ溝、かずまけの厚くついているみそやかずは取り除く） 

•たれやみそがをくついていると焦げやず<なります。 

お好みにより巧をかげんキーで調節してください。 

■焼網よりも大きな魚は、焼 i 糊このる大きさに切る 


■尾を手前に向ける 

•グリルの手前（ドア側)は尾など巧い部分び焦げずきないように 
温度を低くしています。 

■少量 （ 1尾〜2屬を焼く場合は魚を斜めに置く 

♦ヒ—夕—の形伏により置く位巧で焼き色びつきにぐい場合があります。 

特にか量り〜2風の場台は、斜めに置くとヒーターの熱び均等にあたり、巧き色びつきやすくなります。 



[]3クッキング ヒーター 

グ リル カンタンご®用ガイド 


巧しくは巧放 i が明 ffJ を 
ご R ください。 


ワイド&ビッグ水なしグリルには r 魚焼き調理」と r グルメ調粗がちりまず。 
食材やお巧みに合わせてメニユーをお選びください。 



網ぶ 

切身•ひをの 


、ごごングラタン 
ホイル焼を 


グルメ調理については、取扱説明書 
をご R ください。 


魚をおいしく規くための焼をかたをご紹なしまず。 


下ごし6えのポイント 


下準備 


錠に 









0 準備 

♦グ u ルに魚を入れ 
電源を入れる。 I 

の 準備 

〇 魚を入れる 
g 電源を入れる 


魚烧きの手順 


@ 自動調埋 


©勘 臟き 


B 前面パネル操作部を開ける 


© 


自動調理@ 

□ メニューを選ぶ 


■ 



-ジの「お巧き自画お理の目安 J 


r メニユ ー J キーを押ずごとに切り換 


HB ABM 


巧 t 堯をかげんを選ぶ （魚の大きさやお巧みにより、規きかげんを進んでください。） 

埋 

0 r 切/スタ-りキ-を巧す 

圆 

口 自動調理が了 メロデイーで按了をお巧5せします。測ブぐあいを見て取り 
' 出してくださし、。後了を、自動的にヒ-夕-のクリ-ニング 
が動作します。（約5分間） 

巧きをびうずし化きは、 r 追加焼引キーで追加焼きをしてくださし、。 

I 追加規を 


□ 自動調理終了を、クリーニング中に、「追加巧さ」キーを巧す 


ム 


□ タイマー時間を変更ずる 

I , 、た、 I 「タイマー時間^キーを押して時 
ん巧 間を設定しまず。 

gjr 切/スタ-りキ-を押ず 

I か T トト] 


国 


Q メロディーび鳴った5、魚を取り出ず 

按了を、自動のにヒーターのクリーニングが動作します。 
(約己分間） 
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ておいていただをたいこ 


♦みりん干しや、いかのみそ巧け焼をなど焦げやすいちのは、手動調理で焼いて<ださい。 
♦魚の大きさ、脂ののり具合などで焼を色は変わります。が屋やルさめの魚- 
脂ののった魚は、焼さかげん「弱」で焼いて<ださい。 

♦冷截期間が吕曰む上の塩さんまは、「切身 • ひもの」メニューで焼いてください。 

値が乾燥しているので、 r 丸焼き J メニューで焼くとおが裂けたり焦げやすくなりまず。） 
•巧網にサラダ油などを塗っておくと、調理物が焼網に付ちしにくく、取りやずくなりまず。 
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甚本のお手入れ 


グリルの庫巧ゃ受皿は、使用のたびにお手入れをして < ださい。 

•必ず電源を切り、本体び十分にをえたことを確かめてか5行ってください。 — 

•続けて使用ずるときは、受皿にたまった油を捨て、巧れをきれいに落としてください。 

♦魚などの油がたまったまま使用を続けると発乂や故障の原因となりまず。 

※詳しいお手入れのしかたは取扱説明まをご巧ください。 


グリルドアの取0かしかた、取り付けかた 


A とってを両手でしっかり持ち、ゆっくり 
W 止まるまで引出ず 


ザ 


受皿巧の油などをこぼさないようにを患してください。 

@ 焼網と受皿をがず 


©居く 引き下げる 



とっての下側に手をまわし、グリルド乃はを 


グ IJ ルドアバネを押さえずに無理に列すとグ U ルドアび 
破損したり、変おすることびあります。 



ご^グリルド7を押し倒して 
がさないで < だごし)。 
グリルドアび破損したり 
変形することび最〇ます。 


〇 グリルドアを本体側へ倒ずよラにし、 
ち 


f 左ち2個のツメをが^ 

グ U ルド； 


ツメをがず ^ 

ァ^^ 

レ-ル心イ 


〇 グリルドアを本体側へ倒ずよラにし、 
下部のち巧部にをち2個の 


個のツメを差し込む 





カチッと音びしてグリルドアび 
固定されます。 


@ 受曲と焼網をのせる 



〇 


焼網は、ごさえ部を手前にして 
のせて < ださい。 

焼網ををに入れるとヒーターに 
当たってドアが閉まりません。 

グ IJ ル K ドは本巧の前面に当たるまで 
押して閉める 















